
 

 

＜報道発表資料＞ 

（経済同時）                          令和８年 11 月 16 日 

京都国際マンガミュージアム広報担当 

京都市産業観光局クリエイティブ産業振興室 

 

京都国際マンガミュージアム 

ポスター・チラシのリニューアル 

 

京都国際マンガミュージアムは、令和 8 年 11 月 25 日に開館 20 周年を迎えます。これを機に、

京都国際マンガミュージアムのポスター・チラシをリニューアルします。 
 新しいイラストは、「世界で最も知られたマンガ家」との呼び声も高いフランスのマンガ

（バンド・デシネ＝BD）界の巨匠・メビウス氏の手によるもの。2009年に企画展を開催し

た際、氏に描き下ろしてもらった当館の外観風景です。国内外のマンガ作品やマンガ文化を

紹介・発信している当館のイメージにふさわしく、ワクワクした気持ちが伝わるイラストと

なっています。 

 今後もマンガを楽しみにされている国内外の皆様を心よりお迎えし、京都から世界にマン

ガ文化を発信していきます。 
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【ポスター・チラシの概要】 

● 配布開始日時 令和８年 11 月 25 日（水）午前 10 時～ ※配布はチラシのみ 

● 設置場所 京都国際マンガミュージアム内 

     (〒604-0846 京都市中京区烏丸通御池上る） 

● デザイン仕様 ・ポスターB2 サイズ 

     ・ポスターA2 サイズ 

      ※ポスターA2 サイズは、ミュージアムショップにて 

1,200 円（税抜）で販売します。 

     ・チラシ A4 サイズ・カラー両面 

 

メビウスプロダクションからのコメント（フランス語の原文を翻訳） 

2009 年、私たち家族が経営する出版社「メビウスプロダクション」は、京都国際マンガミュ

ージアムを運営する京都精華大学の当時の学長、島本浣氏から、ジャン・ジロー＝メビウスの

作品展の内容を構想してほしいと依頼を受けました。この構想は、島本浣氏と、メビウスだけ

でなく日本文化や日本そのものにも深い愛着を持つ 2 人のフランス人作家、ジャン・ダヴィッ

ド・モルヴァンとフロラン・ジェルメーヌとの友情とたゆまぬ強い努力によって芽生えたもの

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彼らのような才能を持つ人たちの協力により、メビウスとその作品を受け入れる準備が整えら

れました。マンガミュージアムで受けた温かな歓迎は、今も忘れることなく私たちの心に刻ま

れています。展覧会のポスター制作にあたり、マンガミュージアムの写真が数枚送られてきま

した。メビウスはすぐに、これらの画像の中で最も貴重だと感じたものを表現することを選び

ました。それは、囲まれて守られているが、空へと開かれた場所――京都に溢れる、人間、芸

術、本、そして京都のどこでも感じられる自然が混ざり合う、安らぎに満ちた空間です。 

3 つの象徴的なキャラクターが、空と大地の間でダンスを繰り広げています。手塚治虫へのオ

マージュとして、鉄腕アトムが、アルザックや、マンガミュージアムのマスコットであるマミ

ューと出会います。この 3 つのキャラクターは、互いを敬い、認め合うアーティストたちと、

物理的・時間的な境界を越えて、そのアーティストたちをつなぐ場所との間にある、静かで、

対等で、国境を越えた友情のしるしです。 

かつて私たちを温かく迎え入れてくださったこと、そして今回、京都国際マンガミュージアム



 

の開館 20 周年にこの絵を選んでくださったことに、心より感謝申し上げます。この絵は、世

代と文化を超えて芸術が受け継がれていくことの大切さを、見事に表現していると思います。 

 

＜参考：メビウス氏について＞ 

 マンガ家。1938 年フランス生まれ。本名ジャン・ジロー。 

1963 年に連載を開始した「ブルーベリー中尉」シリーズがヒットし、一躍人気作家に。 

1970 年代半ばに、フランスの伝説的なマンガ雑誌『メタル・ユルラン』の創刊に関わり、

メビウスとしてジャン・ジローとはまったく異なる絵柄の SF 作品を次々と発表。 

1970 年代以降は、マンガのみならず、「エイリアン」「トロ

ン」「フィフス・エレメント」等の実写映画作品にも関わり、

その稀有な才能を遺憾なく発揮、現在も世界中のクリエイター

に影響を与えている。日本では、手塚治虫、宮崎駿、大友克洋、

谷口ジローといった錚々たるクリエイターたちが、メビウスに

敬意を捧げている。代表作は「アルザック」「猫の目」「ロング・

トゥモロー」「エドナの世界」「インサイド・メビウス」など

多数。2012 年逝去。 

 

＜お問合せ先＞ 

・京都国際マンガミュージアム（広報担当：中村、清原） 

電話：075-254-7414 

・京都市産業観光局クリエイティブ産業振興室 

 電話：075-222-3306 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当館イベント開催時（2009 年）のメビウス氏 



 

＜提供可能画像＞ 

当館紹介にのみ使用可能な広報画像です。キャプションやクレジットの記載と共にご使用くだ

さい。使用希望の際は、お申し出いただきましたらメールでお送りいたします。 

 

 

 

 

 

 

京都国際マンガミュージアム 

チラシ（A４サイズ、表面） 

© Moebius Production  

鉄腕アトム（©T ezuka Productions ）  

京都国際マンガミュージアム 

ポスター（B2 サイズ） 

© Moebius Production  

鉄腕アトム（©T ezuka Productions ）  


